
 

 

 

 

 

 

 

 

横浜の緑に関する市民意識調査及び 

土地所有者意識調査の結果について 
 

横浜市では、緑の減少に歯止めをかけ、「緑豊かなまち横浜」を次世代に継承するため、財源の一

部に「横浜みどり税」を活用した「横浜みどりアップ計画」により、樹林地や農地の保全、まちなか

の緑化などに取り組んでいます。 

取組の成果を検証しながら、今後の緑に関する施策を検討する際の基礎資料とするため、横浜の「緑

や花」に関する意識や樹林地・農地を所有・維持するうえでの課題等を伺う調査を行いました。 

 この度、調査結果がまとまりましたので、お知らせします。今後、分析を行い、具体的な施策の検

討に活用していきます。 
 

横浜の緑に関する市民意識調査                      

１ 調査概要 

(1) 調査対象 市民 5,000 人（住民基本台帳の満 18 歳以上の市民から無作為抽出） 

(2) 実施期間 令和４年６月 13 日（月）から 28 日（火）まで 

(3) 調査項目 森や農地、まちなかの緑など、横浜の「緑や花」の大切さ、どのような緑がある 

       と良いか、緑との関わり方等 

(4) 回 収 数 1,785 票（回収率 35.7％） 

 

２ 回答結果の一例 

 

  

 

 

   

  

  

 

   

    

 

   

    

  

 

  

 

 

 

【裏面あり】 

森や農地、公園や街路樹、花壇など、横浜の｢緑や花｣の大切さについて、どのようにお

考えですか。 
問 

令和４年 10 月 25 日 
環 境 創 造 局 政 策 課 

横 浜 市 記 者 発 表 資 料 

「とても大切なものだと思う」が約 68％で最も多くなっており、「大切なものだと思う」と合

わせると、約 98％が横浜の「緑や花」を大切だと回答しています。 

とても大切な

ものだと思う

（1213人）

68.0%

大切なものだ

と思う

（534人）

29.9%

あまり大切だとは思わない

（19人）

1.1%

大切だとは全く思わない

（6人）

0.3%
無回答

（13人）

0.7%



 

 

 

「身近に触れることで心身の癒しとなる場」が最も多い回答（約 60％）でした。 

暮らしのなかで、緑や花にどのような役割・効果を期待していますか。 

（３つまで回答可） 
問 

【次ページあり】 

（％） 

横浜市は緑や花に関わる取組として、何をすべきだと思いますか。 

（複数回答可） 
問 

「多くの市民の目に触れる場所の緑化」が最も多い回答（約 51％）でした。 

7人, 0.4％

12人, 0.7％

16人, 0.9％

173人, 9.7％

304人, 17.0％

325人, 18.2％

348人, 19.5％

391人, 21.9％

409人, 22.9％

579人, 32.4％

657人, 36.8％

931人, 52.2％

1072人, 60.1％

0 20 40 60 80 100

無回答

特に期待していない

その他

地域コミュニティの活性化や活動の継続性などに寄与する交流の場

SDGｓや脱炭素などの目標達成への貢献

散策や農体験、健康づくりなどのレクリエーションの場

環境教育につながる自然体験などの場

都市全体の価値・魅力向上につながる賑わい創出

生物多様性の保全

雨水を浸透させ、健全な水循環や浸水被害の低減に寄与する貯留・

かん養

美しく潤いのある景観や歴史に基づく風格ある景観の形成

ヒートアイランド現象の緩和などの都市の環境の改善

身近に触れることで心身の癒しとなる場

44人, 2.5％

14人, 0.8％

57人, 3.2％

478人, 26.8％

562人, 31.5％

654人, 36.6％

729人, 40.8％

765人, 42.9％

774人, 43.4％

844人, 47.3％

882人, 49.4％

906人, 50.8％

0 20 40 60 80 100

無回答

何もしなくてよい

その他

市民組織による緑化活動への支援

市民・企業との連携による緑の魅力向上・賑わい創出

区役所や駅前広場などの公共空間の緑化

開発や土地利用転換時の規制・誘導による緑地の保全・緑の創出

森の所有者が森を維持するための支援

森を保全するための制度指定、市による森の買取り

農地の所有者が、農地や農業を維持するための支援

市民農園や直売所など、市民が農を身近に感じられる場の創出

多くの市民の目に触れる場所の緑化

（％） 

雨水を浸透させ、健全な水循環や浸水被害の低減に寄与する 
貯留・かん養 



 

 

横浜の緑に関する土地所有者意識調査                     

１ 調査概要 

(1) 調査対象 樹林地：4,407 人（一筆 500 ㎡以上の山林所有者） 

 農 地：5,631 人（1,000 ㎡以上の農地所有者） 

(2) 実施期間 令和４年６月 13 日（月）から 28 日（火）まで 

(3) 調査項目 樹林地：樹林地を守るための課題等 

 農 地：農地を守るための課題等 

(4) 回 収 数 樹林地：1,693 票（回収率 38.4％） 

 農 地：2,352 票（回収率 41.7％） 

２ 回答結果の一例 

 

   

  

   

  

  

   

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

※上記は回答結果の一例です。設問項目及び回答結果については、環境創造局のホームページ

（https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/machizukuri-kankyo/midori-koen/chosa/midorichousa.html）

に掲載しています。 

お問合せ先 

環境創造局政策課 みどり政策調整担当課長 岩間 隆男 Tel 045-671-2473 

問 

問 樹林地を所有するうえで困っていると感じていることについて教えてくだ

さい。（３つまで回答可） 
樹林地 

農地を所有し耕作を続ける上で、あなたが特に課題と思うことは何ですか。

（３つまで回答可） 
農地 

「維持管理に費用と手間がかかる」が最も多い回答（約 53％）でした。 

「高齢のため農作業が難しい」が最も多い回答（約 45％）でした。 

（％） 

155人, 6.6％

53人, 2.3％

74人, 3.1％

114人, 4.8％

161人, 6.8％

389人, 16.5％

563人, 23.9％

586人, 24.9％

713人, 30.3％

875人, 37.2％

925人, 39.3％

1064人, 45.2％

0 20 40 60 80 100

無回答

新しい農業技術の習得や営農に関する情報の入手が困難である

農業以外での安定収入が得られない

その他

新たな追加投資が負担である

農地へのごみの投棄や苦情への対応が難しい

労働力が不足している

固定資産税の支払いが負担に感じる

農業後継者がいない

農業で安定的な収入が得られない

相続税の支払いに不安があるまたは負担が大きい

高齢のため農作業が難しい

（％） 

26人, 1.5％

0人, 0.0％

35人, 2.1％

61人, 3.6％

84人, 5.0％

115人, 6.8％

186人, 11.0％

278人, 16.4％

322人, 19.0％

406人, 24.0％

431人, 25.5％

450人, 26.6％

531人, 31.4％

566人, 33.4％

569人, 33.6％

889人, 52.5％

0 20 40 60 80 100

無回答

どのような維持管理をして良いのかわからない

その他

特に困っていない

隣地との境界が不明確であることにより生じるトラブル

樹林地内の無断侵入や植物等の盗難

山火事や不審火が心配

不法投棄される

台風やナラ枯れ等病虫害による突発的な倒木の処理

固定資産税などの税金を負担しなければならない

近隣住民から苦情や要望が寄せられる

所有していても収益が得られない

土砂崩れなどの災害の発生が心配

将来の遺産相続時の対応が心配

手入れできずに荒れていくことが心配

維持管理に費用と手間がかかる

 横浜の緑に関する意識調査  で検索 


